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土

を
　
　

考
え
る
会

若
手
農
家
の
参
加
で
活
性
化

全
国
６
地
区
で
５
０
０
余
名
が
参
加

東
北
土
を
考
え
る
会
の
清
水
会
長
に
聞
く

で
も
地
域
の
中
核
農
家
が
頑

張
っ
て
い
る
。
一
方
、
大
規

模
に
経
営
す
る
農
業
も
拡
大

を
続
け
て
い
る
。
た
と
え
ば

社
長
と
右
腕
、
ス
タ
ッ
フ
２

人
で
１
０
０
㌶
規
模
の
経
営

が
、
２
０
０
～
３
０
０
㌶
へ

拡
大
し
て
い
く
場
合
、
組
織

化
や
人
材
育
成
な
ど
様
々
な

問
題
に
直
面
す
る
。
そ
う
し

た
方
々
の
課
題
解
決
も
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
【
経
営
状
況
】

　
経
営
面
積
は
昨
年
１
０

６
０
㌶
で
実
面
積
は
８
９

０
㌶
。
地
目
は
８
割
が
水

　
今
回
、
そ
の
第
３
弾
と
し

て
「
東
北
土
を
考
え
る
会
」

の
清
水
一
孝
会
長
（
49
）
に

話
を
伺
っ
た
。
清
水
会
長
は

岩
手
県
北
上
市
和
賀
町
に
あ

る
日
本
最
大
規
模
の
生
産
法

人
㈱
西
部
開
発
農
産
で
農
作

業
を
担
う
生
産
部
部
長
と
し

て
現
場
を
仕
切
っ
て
き
た
。

　
現
在
は
、
受
託
部
部
長
と

し
て
年
間
２
０
０
㌶
前
後
の

農
作
業
受
託
の
他
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
取
得
に
向
け
た
現
場
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
最
適
化
な
ど
多

様
な
業
務
を
こ
な
し
て
い

る
。
清
水
部
長
は
「
中
山
間

地
域
の
農
業
が
衰
退
す
る
中

㌶
、
牧
草
45
㌶
、
子
実
コ
ー

ン
１
・
９
㌶
。
小
麦
１
６
５

㌶
と
そ
ば
１
７
２
㌶
の
二
毛

作
で
構
成
。
肉
牛
は
繁
殖
黒

毛
和
牛
１
０
０
頭
、
育
成
と

肥
育
牛
が
１
７
０
頭
。
う
ち

肥
育
牛
を
年
間
70
頭
出
荷
。

そ
の
他
、
同
社
経
営
の
焼
肉

店
向
け
の
野
菜
生
産
も
行

う
。
今
後
は
ベ
ト
ナ
ム
に
直

営
焼
肉
店
の
出
店
も
予
定
す

る
。

　
正
社
員
数
は
57
人
で
平
均

年
齢
は
35
歳
（
昨
年
12
月
現

在
）
。
正
社
員
40
名
が
配
置

さ
れ
現
場
で
の
作
業
を
行
う

生
産
部
は
パ
ー
ト
と
実
習
生

等
70
名
で
構
成
さ
れ
、
農
産

課
が
栽
培
管
理
で
業
務
課
が

現
場
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
き
た
。
「
人
そ
れ
ぞ
れ

得
手
不
得
手
が
あ
る
が
、
農

業
は
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
い
。

苦
手
を
克
服
す
る
よ
り
も
、

得
意
な
部
分
で
活
躍
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
」
と
話
す
。

　
そ
の
他
、
農
作
業
の
標
準

化
と
作
業
難
易
度
を
加
味
し

た
能
力
マ
ッ
プ
を
使
用
し
た

人
事
評
価
の
明
確
化
、
若
手

東北土を考える会 清水会長

22インチ５連の安全装置付きリバー
シブルプラウ

の
発
言
を
積
極
的
に
採
用
す

る
な
ど
、
人
材
育
成
に
注
力

し
て
き
た
こ
と
で
強
い
組
織

に
な
っ
て
き
た
と
笑
顔
だ
。

　
効
率
化
も
進
め
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
ス
マ
ー
ト

農
業
を
積
極
的
に
活
用
。「
量

を
こ
な
し
な
が
ら
細
か
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
た

め
に
活
用
は
必
須
だ
」
と
話

す
。

　
現
状
、
自
動
操
舵
の
活
用

度
が
高
く
、
そ
れ
に
続
く
Ｉ

Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
作
業
機
は
肥

料
・
防
除
・
播
種
で
使
用
し
、

資
材
使
用
量
の
低
減
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
に
貢
献
す
る
。

　
ト
ラ
ク
タ
デ
ー
タ
は
Ｔ
Ａ

強
調
す
る
。
そ
う
し
た
ス
マ

ー
ト
農
業
に
よ
る
効
率
化
と

合
わ
せ
て
、
効
率
的
な
水
稲

栽
培
と
し
て
乾
田
直
播
へ
の

置
換
え
も
進
め
て
い
る
（
昨

年
50
㌶
、
今
年
度
70
㌶
）。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
現
状
の
１

人
あ
た
り
作
業
を
25
㌶
か
ら

40
㌶
と
し
、
全
体
で
１
６
０

０
㌶
の
経
営
面
積
増
大
を
目

指
す
。

　「
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
で
弊
社

の
強
み
は
人
と
農
地
が
集
ま

る
こ
と
な
の
で
そ
れ
を
生
か

し
た
い
」
と
し
た
。

　【
機
械
保
有
状
況
】

　
そ
の
経
営
規
模
ゆ
え
に
保

有
台
数
も
圧
巻
だ
。
ト
ラ
ク

タ
50
台
、コ
ン
バ
イ
ン
23
台
、

田
植
機
７
台
、
ド
ロ
ー
ン
７

台
、
作
業
機
約
１
３
０
台
を

誇
る
。
国
内
最
大
級
の
モ
バ

イ
ル
ド
ラ
イ
ヤ
ー
（
可
搬
式

穀
物
乾
燥
機
）
も
導
入
し
、

い
て
も
ら
え
る
し
、
そ
れ
を

取
り
入
れ
た
機
械
も
多
い
。

復
元
田
は
浅
耕
プ
ラ
ウ
（
Ｒ

１
３
８
）
や
同
機
を
使
用
す

る
。
あ
と
溝
掘
機
と
リ
バ
ー

シ
ブ
ル
プ
ラ
ウ
３
連
２
台
は

水
田
３
０
０
㌶
全
体
に
か
け

る
。
レ
ベ
ラ
ー
は
３
・
２
㍍

牽
引
２
台
と
、
近
年
導
入
し

た
５
ｍ
直
装
が
1
台
。
耐
久

性
は
以
前
よ
り
向
上
し
て
い

る
と
感
じ
る
が
、
欧
州
製
品

と
比
肩
で
き
る
よ
う
更
に
期

待
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　
25
年
前
の
入
社
当
時
、
西

部
開
発
農
産
は
全
体
で
３
０

０
㌶
の
う
ち
水
稲
55
㌶
の
規

模
が
あ
り
、
す
で
に
プ
ラ
ウ

や
サ
ブ
ソ
イ
ラ
と
い
う
ス
ガ

ノ
農
機
製
品
を
当
た
り
前
に

使
っ
て
お
り
、
そ
の
頃
か
ら

の
馴
染
み
の
製
品
で
、
特
に

プ
ラ
ウ
へ
の
信
頼
は
篤
い
も

の
が
あ
る
そ
う
だ
。

　
ド
ロ
ー
ン
は
Ｄ
Ｊ
Ｉ
２
機

と
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
の
10
㍑

ド
ロ
ー
ン
を
５
機
利
用
。

　
本
来
的
に
は
ト
ラ
ク
タ
で

の
作
業
が
一
番
早
い
と
清
水

会
長
。
と
は
い
え
適
材
適
所

の
作
業
を
行
う
上
で
女
性
ス

タ
ッ
フ
が
10
㍑
機
を
担
当
。

圃
場
間
移
動
が
多
い
の
で
軽

い
機
体
で
ワ
ン
オ
ペ
自
動
飛

行
が
で
き
て
良
い
と
の
こ

と
。
今
後
、
ザ
ル
ビ
オ
連
携

で
の
可
変
追
肥
を
ブ
ロ
キ
ャ

ス
と
共
に
拡
大
す
る
方
針
。

　
そ
う
し
た
中
で
ス
ガ
ノ
農

機
製
品
は
、
先
日
導
入
し
た

ア
キ
ュ
ー
ム
付
の
20
㌅
４
連

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
プ
ラ
ウ
を
22

㌅
５
連
に
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド

し
た
も
の
を
使
用
。
清
水
部

長
は
「
ス
ガ
ノ
農
機
は
日
本

の
土
に
一
番
合
わ
せ
て
開
発

さ
れ
て
お
り
、
反
転
性
も
良

い
。
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
も
聞

子
実
コ
ー
ン
や
小
麦
、
飼
料

米
に
使
用
す
る
。

　
こ
れ
ら
を
シ
ー
ズ
ン
に
合

わ
せ
て
効
率
良
く
活
用
で
き

る
よ
う
に
、
ト
ラ
ク
タ
と
作

業
機
を
組
み
合
わ
せ
た
稼
働

状
況
を
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
に

集
約
管
理
。
一
方
で
自
動
操

舵
は
18
台
、
う
ち
ト
プ
コ
ン

が
13
台
で
５
台
が
Ｃ
Ｈ
Ｃ
Ｎ

Ａ
Ｖ
を
使
用
。
そ
の
使
い
分

け
は
、
１
ノ
ズ
ル
毎
に
制
御

可
能
な
ア
マ
ゾ
ー
ネ
の
最
新

鋭
マ
ウ
ン
ト
ス
プ
レ
ー
ヤ
や

ボ
グ
ボ
ー
ル
の
ブ
ロ
キ
ャ

ス
、
ク
バ
ン
ラ
ン
ド
の
12
連

シ
ー
ド
ド
リ
ル
や
マ
ル
チ
コ

ー
ン
な
ど
播
種
機
４
台
を
含

め
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
作
業
機

６
台
の
使
用
時
や
圃
場
デ
ー

タ
の
有
効
利
用
を
図
る
時
は

ト
プ
コ
ン
で
、
自
動
直
進
の

利
用
に
留
ま
る
時
は
Ｃ
Ｈ
Ｃ

Ｎ
Ａ
Ｖ
を
利
用
。

て
お
り
作
業
状
況
は
ど
こ
で

も
把
握
可
能
だ
。
今
後
必
要

と
な
る
こ
と
を
聞
く
と
農
機

と
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
連

携
だ
と
断
言
。

　
人
の
手
を
介
す
こ
と
な

く
、
作
業
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
自
動
的
に
デ
ー
タ
記

録
し
収
集
で
き
れ
ば
、
最
新

の
正
確
な
コ
ス
ト
デ
ー
タ
が

瞬
時
に
確
認
で
き
る
の
で
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と

　「
土
を
考
え
る
会
」
は
、
農
業
に
対
す
る
圃
場
づ
く
り
や
基
本
技
術
、
機
械
化
を
テ
ー
マ
と
し
て
先
進
的
農
家
が
情

報
交
換
を
行
い
、手
弁
当
で
研
鑽
を
重
ね
る
革
新
的
な
農
業
経
営
者
組
織
だ
。
１
９
７
８
年
の
「
北
海
道
土
を
考
え
る
会
」

の
創
立
か
ら
45
年
、
本
州
で
各
地
区
に
設
立
さ
れ
た
有
機
物
循
環
農
法
研
究
会
な
ど
様
々
な
変
遷
を
経
て
、
現
在
全
国

６
地
区
５
０
０
余
名
の
会
員
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
第
２
・
第
３
世
代
の
時
代
と
な
り
、
研
究
会
も
興
味

深
い
内
容
が
多
い
こ
と
か
ら
若
手
農
家
の
入
会
や
参
加
が
増
え
て
き
た
。
弊
紙
で
は
全
国
６
地
区
の
土
を
考
え
る
会
会

長
に
、
ご
自
身
の
農
業
経
営
や
各
地
区
で
の
土
を
考
え
る
会
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
て
い
く
（
不
定
期
）
。

東 北 
土を考える会

土
壌
分
析
と
農
機
の
組
み
合
わ
せ

踏
圧
、直
播
な

ど

精
力
的
に
学
ぶ

　
清
水
会
長
は
福
岡
県
北
九

州
市
生
ま
れ
で
愛
媛
育
ち
。

宮
沢
賢
治
に
憧
れ
て
岩
手
大

学
に
入
学
。
そ
こ
か
ら
農
業

を
志
し
、
同
社
と
黄
金
崎
農

場
を
迷
っ
た
末
に
西
部
開
発

農
産
へ
入
社
。
３
年
目
に
米

国
の
農
場
を
視
察
し
４
０
０

馬
力
の
超
大
型
ト
ラ
ク
タ
を

体
感
。
大
規
模
と
地
元
で
も

多
い
中
山
間
農
業
の
対
比
を

意
識
し
た
そ
う
だ
。
そ
れ
か

ら
１
年
後
に
、
照
井
耕
一
会

長
（
当
時
社
長
）
に
同
行

し
、
前
年
創
設
さ
れ
た
有
機

物
循
環
農
法
研
究
会
東
北
支

部
（
東
北
土
を
考
え
る
会
の

前
身
）
研
修
会
に
初
め
て
参

加
。
親
よ
り
上
の
世
代
の
諸

先
輩
方
々
と
呑
み
な
が
ら
語

ら
っ
た
そ
う
だ
。

　
当
時
の
水
田
は
食
用
米
栽

培
が
多
く
転
作
し
て
作
物
を

作
る
概
念
が
乏
し
か
っ
た

が
、
そ
れ
か
ら
徐
々
に
転
作

が
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

麦
豆
は
雑
草
と
の
戦
い
に
明

け
暮
れ
、
乾
田
直
播
技
術
も

確
立
さ
れ
て
な
か
っ
た
そ
う

だ
。

　
そ
う
し
た
中
、
草
取
り
を

パ
ー
ト
に
お
願
い
し
て
い
た

が
、
こ
の
よ
う
な
３
Ｋ
作
業

で
は
外
部
に
頼
れ
な
い
時
代

が
来
る
と
予
見
。
生
産
性
が

高
く
合
理
的
な
農
業
ス
タ
イ

て
み
る
と
黄
金
崎
農
場
に
お

ら
れ
た
木
村
愼
一
さ
ん
や
、

近
代
乾
田
直
播
の
パ
イ
オ
ニ

ア
で
あ
る
秋
田
県
大
潟
村
の

矢
久
保
英
吾
さ
ん
、
北
海
道

十
勝
で
小
麦
１
㌧
穫
り
を
継

続
す
る
武
智
唯
浩
さ
ん
。
そ

し
て
北
海
道
栗
山
町
の
故
勝

部
征
矢
さ
ん
。
「
数
世
代
で

作
り
上
げ
て
き
た
歴
史
と
伝

統
の
重
み
が
違
う
。
は
じ
め

見
に
行
っ
て
び
っ
く
り
し

た
。
土
づ
く
り
と
モ
ノ
づ
く

り
に
含
め
た
物
事
の
発
想
が

違
う
方
だ
っ
た
」
と
嘆
息
。

最
後
に
「
東
北
土
を
考
え
る

会
は
ま
と
ま
り
が
よ
く
積
極

的
に
活
動
が
で
き
て
い
る
。

と
は
い
え
私
も
他
地
区
と
関

わ
る
こ
と
で
人
脈
が
広
が
っ

た
の
で
、
全
国
と
気
軽
に
交

流
で
き
る
繋
が
り
が
あ
っ
て

も
い
い
と
思
う
」と
話
し
た
。

は
岩
手
・
宮
城
の
方
が
中
心

と
の
こ
と
。
コ
ロ
ナ
後
も
他

地
区
に
先
駆
け
て
動
き
出

し
、
昨
夏
は
一
関
で
土
壌
踏

圧
、
今
春
は
花
巻
で
土
壌
分

析
と
き
て
、
今
夏
は
大
潟
村

で
雪
国
直
播
サ
ミ
ッ
ト
を
復

活
す
る
な
ど
活
発
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

中
、
若
手
農
家
の
参
加
と
入

会
が
増
え
て
き
て
い
る
と
の

こ
と
。
清
水
会
長
は
「
高
い

技
術
を
求
め
て
い
る
人
な
ら

老
若
男
女
問
わ
ず
、
来
る
も

の
拒
ま
ず
で
技
術
共
有
し

て
、
お
互
い
力
を
合
わ
せ
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。
ま
た

事
務
局
を
務
め
る
ス
ガ
ノ
農

機
の
ス
タ
ッ
フ
も
若
手
や
女

性
も
多
く
動
き
が
良
い
と
褒

め
て
い
た
。

　
会
員
歴
25
年
の
中
で
大
き

な
影
響
を
受
け
た
人
を
聞
い

べ
る
貴
重
な
会
で
、
い
わ
ば

『
最
高
の
技
術
を
共
有
す
る

場
』
と
な
っ
て
い
る
。
土
づ

く
り
は
大
規
模
で
は
お
ざ
な

り
に
な
り
が
ち
だ
け
ど
、
こ

れ
か
ら
は
大
規
模
ほ
ど
土
づ

く
り
に
緻
密
な
管
理
が
求
め

ら
れ
る
は
ず
」と
の
こ
と
だ
。

　
東
北
土
を
考
え
る
会
に
つ

い
て
聞
く
と
会
員
数
は
１
０

０
人
に
迫
り
、
地
域
と
し
て

械
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合

わ
せ
る
か
が
課
題
だ
。

　
透
排
水
性
を
向
上
さ
せ

る
物
理
性
改
善
や
、堆
肥
・

緑
肥
の
活
用
な
ど
は
、
地

域
や
土
壌
が
異
な
る
と
考

え
方
と
手
法
が
変
化
す
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
実
践
的

に
行
っ
て
い
る
方
々
が
集

ま
る
土
を
考
え
る
会
は
、

数
多
く
の
土
づ
く
り
の
実

際
を
見
な
が
ら
最
短
で
学

の
方
と
い
う
よ
う
な
杓
子
定

規
な
切
り
分
け
で
無
く
、

様
々
な
方
か
ら
色
々
な
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
学
び
の
機

会
が
多
か
っ
た
」
と
話
す
。

「
基
本
的
に
農
業
機
械
好
き

が
集
ま
る
会
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
農
業
の
本
質
は
土
壌
で

あ
り
、
そ
の
土
壌
を
理
解
す

る
一
丁
目
一
番
地
は
土
壌
分

析
と
な
る
。
そ
れ
に
農
業
機

ル
へ
の
移
行
を
模
索
し
た
。

　「
日
本
の
場
合
、
反
収
×

単
価
×
面
積
を
追
え
ば
現
状

は
、
売
上
に
な
る
政
府
管
掌

作
物
は
面
積
を
第
一
、
単
収

を
第
二
に
。
主
食
用
米
は
単

価
を
追
求
し
、
収
量
を
確
保

と
共
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図

り
経
営
拡
大
し
て
い
っ
た
。

そ
の
過
程
で
の
課
題
解
決
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
情
報
を
求
め

て
土
を
考
え
る
会
に
参
加
し

て
い
っ
た
結
果
、
価
値
観
の

近
い
方
々
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
で
き
た
。
現
地
で
お
互

い
の
圃
場
を
見
せ
合
い
な
が

ら
色
々
指
摘
し
て
も
ら
え

た
。
転
作
の
方
や
水
田
専
業

最高の技術を学べる場

Ｐ
フ
ィ
ー
ル
ド

に
、
栽
培
デ
ー
タ

は
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
を
通
し
て

記
録
・
蓄
積
。
ス

マ
ホ
と
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
即
時
同
期
や

情
報
共
有
な
ど
で

役
立
て
て
い
る
。

さ
ら
に
個
々
の
日

報
は
ラ
イ
ン
グ
ル

ー
プ
で
シ
ェ
ア
し

田
。
区
画
は

４
５
０
０
筆

で
ほ
場
は
３

７
０
０
枚
、

１
枚
当
た
り

平
均
面
積
は

18
㌃
。
作
目

は
食
用
米
66

㌶
、
飼
料
用

米
１
６
３
・

７
㌶
、
稲
Ｗ

Ｃ
Ｓ
81
㌶
、

大
豆
３
７
０


